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あけましておめでとうございます。本年も何卒よろしくお願いいたします。 

 昨年は新型コロナのまん延により、自然博物園ねいの里は８月から９月にかけての

休館措置のほか、イベントの中止など大きな影響を受け、皆様にもご不自由をおかけ

しまして大変申し訳ありませんでした。 

さらに、新型コロナの影響は、隣接するいこいの村磯波風の経営にまで及び、９月

２０日をもって営業終了となってしまいました。これまで、いこいの村と連携して公

園道路の整備や集客対応などを行ってまいりましたが、後継者が決まるまでは当園だ

けで対応していかなければなりませんので、今まで以上の創意工夫が必要となってきます。是非、

皆様のお力添えをお願いいたします。 

さて、今年は寅年ですが、寅は十二支の３番目で、子年に新しい命が種の中で芽生え始め、丑年

には種の中で育つがまだ伸びることができない。寅年は春が来て根や茎が生じて成長する時期、草

木が伸び始める状態だとされています。 

私たちもこの植物の摂理と同様に来るべき時に備え力を温存する時期やそれを開花させる時期

を敏感に捉えて日々の生活を営んでいくことが必要と考えます。 

このように自然を生活の対極において眺めるのではなく、人間も自然を構成する一員と考え自

然から学ぶためにも当園での様々な体験が活かされるのではないかと思います。事実、当園を訪れ

る子供さんたちはヘビや昆虫にも物怖じせずに、それこそ友達に接するよう触れて、もっとその生

態を知りたいと職員を質問攻めにする子供さんも多く見受けられます。このような子供さんたちが

大人になった時に、他を思いやる心で社会を担っていくと考えると大変心強

く思います。 

当園も昨年は開園４０周年を迎えましたが、これまでの様々な方々からの

応援と県のご指導を糧に、動植物に関心のある子どもさんをはじめ県民の皆

様に愛される園を目指してまいりたいと思います。 

終わりに、皆様とご家族の今年一年のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し

上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

今年もやります！七草頒布！！  先着予約 150 ﾊﾟｯｸ限り！！！ 

 

 

ふくろう通信 
第 64号 

2022 年  1 月 １日 

自然博物園 ねいの里 

 

好評の七草頒布を今年も実施します。生育状況は、一

部の品目で繁殖が少ないところがあり、なるべく多くを

頒布したいのですが、150 ﾊﾟｯｸの確保がやっとと考えら

れます。 

頒布に先立ち、実物展を開催しています。七草全ての

実物の他、七草粥のこと、採取から販売までの準備風景、

色々な大根の展示など趣向を凝らしています。是非、足

を運んでください。 

また、七草の繁殖地があれば、ねいの里まで連絡くだ

さい。 

自然博物園ねいの里館長 小杉啓一
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・11/16付けの富山新聞、北日本新聞に関連記事が掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎捕獲情報 

捕獲場所 ；富山県朝日町蛭谷 

捕獲日  ；2021/09/25（捕獲者；長崎喜一氏） 

再捕獲場所；台湾 澎湖縣  

再捕獲日 ；2021/11/10 

移動期間 ；46 日間   移動距離 ；2277㎞ 

 

11/11朝、アサギマダラ調査員の東條好夫さんより「台湾でアサギマダラの捕獲情報あり。フ

ェイスブックにアップされている。」との情報があり、早速調べると台湾語で「捕獲したアサギ

マダラの標識について情報が欲しい」旨の記載を確認しました。記載されていた標識番号から、

朝日町の夢創塾(長崎喜一氏)で捕獲しマーキングしたものと判明しました。 

これまで、富山県からの再捕獲記録は沖縄県与那国島まで(1973 ㎞)が最高でしたが、今回が

初の外国での捕獲と 2000㎞超えという輝かしい記録となりました。 

また、今年(11/30 現在)のマーキング数は 2312 頭とこれまでになく多く、再捕獲された情報

も 56頭に及び過去最多となっています。調査員の皆さんの努力の賜物と感謝申し上げます。 

これからもアサギマダラ生態解明に向けて、調査を続けていきましょう。 

ねいの里駐車場の奥にある「いこいの村 磯波風」が、9/20をもって完全閉館しました。 

これまで、変わり種自転車や芝生広場の遊具で遊ぶ人たちがねいの里に流れてきたと思われ

るので、この閉館はねいの里にとっても痛手となりそうです。 

建物や設備はそのままの状態で新たな所有者を待っているとのことですが、維持管理されな

いと駐車場から「ねいの里」までがとても険しい道にならないか不安です。現在、県が主体で

対応に当たっているので、静観するしかありません。 

今年の冬は、雪だけでなくつらい冬になりそうです。 

閑散とした本館前駐車場 落葉だけの芝生広場 人のいない貸自転車場 
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新型コロナウィルス感染対策のため中止となっていた「ちびっ

子自然体験」(9/5)行事を復活開催しました。 

当選者のみに連絡して実施しましたが、ほとんどの当選者が参加

されました。 

当日は天候に恵まれ、赤トンボ・バッタやクツワムシなどの昆

虫の他、マツモムシ・ヤゴなどの水生昆虫に夢中になる子供がい

る一方、カナヘビ・カエルなどの小動物を捕獲し大はしゃぎする

子供たちで水辺の生態園は大賑わいでした。 

また、池に仕掛けた罠には、1時間ほどで７匹のギンブナと 1匹のミナミアカヒレタビラ(希少

種)が捕獲でき、参加者はこの希少種に見入っていました。(写真) 

採集を楽しんだ後は、休憩も兼ねてドクダミ茶をふるまいました。匂いが嫌だという子どもも

いれば 3杯もお替りする子どももいて、大いに自然に親しめた時間となったようです。 

快晴の朝、仮装した親子連れが続々登場！オリエンテーションの

後、隠されたクイズに答えて森のどこかにある宝物を探します。 

仮装した子どもたちがねいの里を走り回り歓声

も聞こえるなど、賑やかなひと時でした。 

宝物を見つけた後は、仮装大賞などのおまけもも

らえてにこにこの子供たちでした。 

来年もできるといいなあ～。 

 恒例のクリスマスリース作りです。今回は 20組に制限して（約

50名が参加）実施しました。クズやノブドウの蔓で作った輪っか

に、木の実や青い葉っぱ，リボン，鈴などで飾り付けます。約 1時

間で見事なリースができていました。最後にみんなで出来上がっ

たリースをかざして 

記念撮影。 

 人気の行事ですが悩みの種が一つ。 

ねいの里の近辺で、輪っかの材料に 

できるようなクズやノブドウの蔓が 

少なくなって来たことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  仮装した子供たち    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●（ 11月 3日）  

 

●（ 10月 24日）

木に登ったり、木を切ったり、木の工作をしながら雑木林につい

て遊び、学び、考える目的で開催した「雑木林探検」です。当日は

秋晴れのもとで 20家族 59人の参加がありました。 

「以前参加した時はほとんど登れなかったので、今回リベンジで

高い所に登れて本人は大変喜んでおりました。」「工作は、飾りをい

ろいろ選べて、かわいく仕上がって嬉しかった。」「木の切り方を教

えてもらい上手に切ることができた。」などの声が寄せられました。 

終了後にオプションとして設定した焚火の昼食会も、こちらの予

想を超えて全員が参加され、焚火を囲んで家族間の交流が生まれた

ように思います。来年の秋に、またお会いしましょう。 

●（ 10月 10日
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発行 富山県自然博物園ねいの里  館長 小杉 啓一 

〒939－2632 富山県富山市婦中町吉住 1－1 

Tel 076-469-5252 ／メールアドレス shizen@toyamap.or.jp 

ホームページ http://www.toyamap.or.jp/shizen/ 

 

 

 

 
 
● 1月 4日(火)～6日(木) 春の七草頒布と正月遊び(共催；自然塾の会) 

時間：9:00～17:00(4日は 13:00～17：00)  

集合場所：ねいの里   対象者：一般 

販売数：150セット   価格：300円/セット(2セット/人まで） 

ねいの里やその周辺で集めた春の七草の頒布を行います。昔の懐かしい遊び体験も！ 
 
● 2月 11日(祝) 動物の体を調べ、ジビエ料理を楽しむ(共催；自然塾の会) 

時間：9:30～12:00    集合場所：ねいの里 

定員：ジビエ試食 30人、骨格標本作り 10人   対象者：一般  

参加費；ジビエ試食  200円/食、骨格標本つくり 100円 

イノシシなど動物の体の構造を観察した後、手羽先の骨格標本 

を作ります。また、ジビエ料理も楽しみます。 
 

● 3月 20日(祝) ねいの里の春見つけ＆化粧炭工作入門 

時間：9:30～12:00   集合場所：ねいの里 

定員：10組(約 30人)    対象者：一般   参加費；無料 

早春に咲く花やカエルの卵などを観察し、園内で採取した木の実や小枝で化粧炭を作ります。 

 

＊＊＊＊＊〈行事への参加希望の方は、ねいの里までお申し込み下さい。〉＊＊＊＊＊ 

         受付開始は、行事実施の１ヵ月前からになります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

写真募集中（ねいの里の動物たち） 

ねいの里では、ねいの里自然塾の会と協力してホームページの「動物の森」サイトを開設し 

ます。これに伴い、様々な動物の写真を募集しています。撮影日と氏名（ニックネームも可） 

をつけて、メールなどでねいの里にご送付ください。 

詳細については、ねいの里までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ねいの里自然塾の会」会員の駐車場利用について 

   会員の方は、「ねいの里」行事への参加や施設の利用を前提に、ナチュラリスト駐車場を利用出来ます。 

 

 

 

 

 

■ 企画展 

12/15～1/16  春の七草実物展 

12/25～3/27 富山県ナチュラリスト協会写真展 

通年     ねいの里 40年の歩み展      

ねいの里自然塾の会からのお知らせ 
 
● 1月 23日(日) 自然塾の会 カンジキハイク 時間： 9:30～12:00 場所：ねいの里 

● 2月 11日(祝) 自然塾の会 運営委員会   時間：12:30～14:00 場所：ねいの里 

● 3月 21日(祝) 自然塾の会 総会      時間：12:30～14:00 場所：ねいの里 

https://1.bp.blogspot.com/-UnmGeByXQvQ/YQs0cYQJmII/AAAAAAABe9Q/mviYoibhzRMIZVeTpDIr3RNZvlLeyRB0QCNcBGAsYHQ/s874/eto_tora_fukubukuro.png

